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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、労災と公害の両側面をもつアスベスト被害発生の経済的要因と有害物質規制のあり方に
関する、企業間取引構造と企業規模の視点からの研究である。 
 アスベスト被害は、2005 年のクボタ・ショックを契機に注目を集めた。アスベスト被害は今後も
確実に発生する被害であり、被害者救済・費用負担の視点からも研究の社会的意義は高い。アスベス
ト問題は、公害研究に新しい課題をも提起している。本研究はこのように社会的にも学術的にも重要
である問題に取り組んでいる。対象時期は、1960年代から 1990年代半ばまでであり、1970年時点で
の断面分析を重視している。 
 論文の構成と内容は以下の通りである。序章では、問題意識、先行研究のサーベイ、分析対象の設
定を行った。第１章では、労災認定者数と中皮腫死亡者数を用いて、アスベスト被害の発生場面を追
跡することで、その広域性、産業連関の持つ意味、被害の主要な発生過程を明らかにし、次章以降の
研究対象を明示した。第２章では、アスベスト材料・部品をめぐる産業内・産業間の取引構造を生産
技術と企業規模を加味して明らかにした。大阪府泉南地域のアスベスト紡織業の特徴も分析した。第
３章では、国の粉じん規制を整理した上で、取引で不利な立場に置かれた中小零細業者の低収益性が
粉じん対策を困難にした状況を明らかにした。第４章では、アスベスト代替化過程を自動車部品と建
築資材とを比較して論じた。自動車部品では欧州でのアスベスト忌避の動向をみすえて、1970 年代
からアスベスト代替部品の開発が行われ代替化も自主的に行われたが、建築資材では代替品開発は行
われていたものの代替化が後れたことを明らかにした。終章では、論文で明らかになった点をまとめ、
含意６点と残された課題５点を示した。 
 本論文は、以下の点で評価できる。①全体像が見えにくかったアスベスト問題について、企業間取
引構造と企業規模の視点から全体像を提示した点である。②社会的分業、階層構造、生産工程へと掘
り下げ、加害・被害の因果関係を示しうる内容となっている。③マクロな統計データとミクロなイン
タビュー調査を組み合わせて、説得力のある内容となっている。④現在多数社会に出回っている有害
物質への対応について、使用禁止の早期一律発動の重要性を強調している。他方で論理の運びに工夫
の余地があり、残された課題もあるが、論文の評価を損なうものではない。 
 以上より、論文審査委員会は、全員一致して本論文が博士（商学）の学位授与に値するものと判断
した。 
